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本部会では、多様な௚者と関わり互いに理ゎし合おうとするとともに、ᆅ⌫に⏕きる一市民として

ルなど点をもって考え行動しようとする子どもの姿を目指し、研究を重ねてきた。ここでいうࣂーࣟࢢ

とは、ୡ⏺の様々な文化や⩦័、౯್ほをᑛ重し、␗なる⫼ᬒをもつே々とඹに「ルなど点ࣂーࣟࢢ」

⏕きていこうとするᗈいど㔝である。 

����ۍ ����ᾄࡇ࠰  「ƀɭမƁに生きるßわたしà」ࡇ࠰

子どもたちにとってእᅜㄒとの出会いが、「ୡ⏺」との出会いであると同時に、新たなど点から日

本や日本ㄒをとらえ直す⤒㦂となることを願い、ୡ⏺の文化やே々をឤじながら学ぶእᅜㄒ教育につい

て᳨ウしてきた。研究においては、ձ「ことࡤ」への「引っかかり」をᗈげる、ղ関わりの中で試行錯

誤する、ճ「ୡ⏺」を自分とつなげてとらえる、という୕つのど点を重どした。 

の⫼ᬒにあるࡤの⤖果、日本ㄒとẚ㍑しながらⱥㄒをྵむእᅜㄒをとらえようとする姿や、ことࡑ

文化に目を向けようとする姿、እ᮶ㄒの⏤᮶をᡭがかりに௚ゝㄒと日本ㄒとの関係性に関ᚰをもつ姿が

見られた。また、㞴民ၥ題などのᅜ際的な課題にゐれる活動を通して、ୡ⏺の出᮶஦を自分஦としてと

らえ、自分にできることを考え、行動しようとする姿も見られた。 

一方で、ࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩ教育�とゝㄒ教育との関係性、ゝㄒ教育とᅜ際理ゎ教育が┦

互にᙳ㡪し合う学⩦のᅾり方、さらにࡑれらとᐦ᥋に関わる」ゝㄒ主⩏の఩⨨付けについての理ㄽ的ᩚ

理が課題としてṧった。また、እᅜㄒを学ぶ意⩏や᭷ຠ性が、子どもたちの⏕活や行動とどのように⤖

び付いていくのかを、より୎ᑀにとらえていくᚲせ性も明らかになった。 

����ۍ ᾄ「ßɭမàとつながるƀことばƁの学Ƽ」ࡇ࠰

こうした課題を踏まえ、���� 年度からは、ࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩとゝㄒ教育とのつながり

を意㆑しながら、「ことࡤ」の学びࡑのものに↔点を当てた研究を進めている。እᅜㄒを学ぶ中で出会

う多様な「ことࡤ」を通して、子ども自㌟の͆ୡ⏺͇がᗈがり、見えるୡ⏺が᭦新され、自分とୡ⏺と

がつながっていることを実ឤできるような学びを重ねることを目指している。同時に、「なࡐことࡤを

学ぶのか」「なࡐእᅜㄒを学ぶのか」というၥいを、学⩦の᰿ᗏに据えている。 

１年目は、␗文化間ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを通してゝㄒ活動が活性化される場࡙くりと、」数のゝㄒ

にゐれることでゝㄒや文化に対するど㔝がᗈがるゝㄒ活動について᳨ウした。␃学⏕との஺ὶ会では、

子どもたちがࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩン⬟ຊ㸦FRPPXQLFDWLYH FRPSHWHQFH㸧�のうち方␎的⬟ຊ㸦VWUDWHJLF 

FRPSHWHQFH㸧をാかせながら、自分のᛮいをఏえ合おうとする姿や、日本ㄒをእᅜㄒとしてとらえ直す

姿が見られた。また、あいさつや࣐࢜ࣀト࣌を題ᮦに多ゝㄒの㡢や文Ꮠにゐれる活動を通して、ゝㄒ間

の㐪いやゝㄒの多様性に対するឤ受性が育まれる様┦をとらえた。一方で、ゝㄒの多様性にゐれるẁ㝵

からことࡤと文化との関係性をより深くឤじ取る学びへと発ᒎさせていくことが課題としてᣲげられた。 

２年目は、ゝㄒの多様性の実ឤを「気࡙き」へとつなげることを意㆑した。ୡ⏺のゝㄒ数や✀㢮、

学⩦ゝㄒについて知る活動を導ධとし、あいさつや文Ꮠにゐれる学⩦、さらに �� か᭶の⾲し方の多ゝ

ㄒẚ㍑や新年のᣵᣜ࣭㐣ごし方࣭⚃い方をㄪべる活動を通して、ゝㄒと文化の┦関性に気࡙いていく様

子が見られた。また、␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンのど点から、実際に行われたⱥㄒスࣆーࢳにゐれ、ࡑ

れらを┿ఝしながら⾲⌧する活動を取りධれた。␗なるࢸー࣐やⱥㄒ౑⏝における様々な࢘ࣛࢢࢡࢵࣂ

ンࢻをもつ話者のスࣆーࢳを取り上げることで、多文化ඹ⏕を体ឤしつつ、㠀ゝㄒ的なࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンもᕤኵしながら、自ಙをもって⾲⌧しようとする子どもの姿が見られた。 

これらの実㊶を通して、多文化ඹ⏕を目指すእᅜㄒ教育においては、「ࣜアルを通して学ぶ」こと

の重せ性が明らかになった。どのようなࣜアルと出会わせるのかが、学びの㉁をᕥྑする重せなせ⣲で

ࡑ教育㸦GCED㸧㸹教育がいかにしてୡ⏺をよりᖹ࿴的㸪ໟᣓ的でᏳ全な㸪ᣢ⥆ྍ⬟なものにするか㸪ࣉࢵࢩンࢬ࢕ࢸࢩル࣭ࣂーࣟࢢ  1

のためにᚲせな知㆑㸪スキル㸪౯್、ែ度を育成していくかをໟྵする理ㄽ的ᯟ組みで㸪学⩦者がᅜ際的なㅖၥ題に向き合い㸪ࡑのゎ

Ỵに向けてᆅ域ࣞ࣋ルཬびᅜ際ࣞ࣋ルで✚ᴟ的なᙺ๭を担うようにすることで㸪ᖹ࿴的で㸪ᐶᐜな㸪ໟᣓ的㸪Ᏻ全でᣢ⥆ྍ⬟なୡ⏺の

構築に率ඛして㈉⊩するようになることを目指すもの㸦文部科学省 HP㸧。しかし㸪ᆅ⌫つᶍの課題は多ᒱにわたり㸪ࡑのゎỴに向けた

アࣟࣉーࢳや❧場も様々であることからࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩ㸦ᆅ⌫市民性㸧の定⩏は多様化してきており㸪再定⩏を試みる

ᚲせがある㸦⏤஭一成「日本におけるࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩ教育に関する研究動向ࣞࣗࣅー」㸧。
� Canale,M.& Swain,M.㸦1980 年㸧 Theoretical Bases of Communicative Approaches to Second Language Teaching and Testing. Applied 
Linguistics, 1/1:1-47 など

እᅜㄒ㒊఍ あるととらえている。ࡑこで㸱年目となる昨年度は、子ども自㌟とୡ⏺とのつながりや、㌟の回り

に存ᅾするእᅜㄒのୡ⏺を実ឤできる活動を意㆑し、┦ᡭのゝㄒやᅜの文化体㦂をྵめた␃学⏕と

の஺ὶ活動や、子ども自㌟の関ᚰやアࣟࣉーࢳでእᅜㄒのୡ⏺にアࢭࢡスしていく活動㸦0\ 

/DQJXDJH 7LPH㸧に取り組んだ。 

㸦㸰㸧௒ᖺᗘの◊✲࡚࠸ࡘ࡟㸦ࠕ学びをあむࠖ࡜の㛵㐃ࠊእᅜㄒࡿࡅ࠾࡟ᕷẸᛶの⫱ᡂ㸧

እᅜㄒの学びにおける主体性は、子ども自㌟がእᅜㄒやୡ⏺について「もっと知りたい」「分かる

ようになりたい」「እᅜのே々と分かり合いたい」と願うところから⏕まれると考える。こうしたෆ発

的なᛮいは、子どもが多様なእᅜㄒやே々と出会い、ࡑの⤒㦂を通してឤじたことや考えたことを、自

㌟の中で意࿡付け直していく㐣程の中で育まれていく。 

本研究では、このような学びのᅾり方を、「学びをあむ」というど点からとらえている。「学び

をあむ」とは、自分のᛮいを኱ษにしながら、様々なே࣭もの࣭ことと関わり、新たな意࿡や౯್

を創り出し、自ᕫを᭦新していく学びの姿である。እᅜㄒや␗なる文化をもつே々との出会いを通

して、子どもたちは自分自㌟のことࡤや文化、考え方を見つめ直し、新たなど点を⋓ᚓしていく。

うࡑ、れまで当たり前だとᛮっていた౯್ほや理ゎがᦂさぶられることもあるがࡑ、の㐣程ではࡑ

した⤒㦂こࡑが「あみ直し」となり、自ᕫの᭦新やၥいの᭦新を⏕み、さらなる᥈究へと学びを発

ᒎさせていくと考えられる。ࡑうした際には、ẕㄒにおけるメタゝㄒ⬟ຊをാかせながら、እᅜㄒ

やともにୡ⏺に⏕きるே々についてᛮいをᕠらせ、ၥいをもって᥈究していく姿がᮇᚅされる。本

研究では、子ども自㌟が❧てたၥいにᇶ࡙き、᥈究の௙方を自らィ⏬し、学びを進めていくことが

できるような学⩦⎔ቃをಖ㞀することを重どする。 

今年度は、これまで኱ษにしてきた「ࣜアルを通した学び」の中で、子どもたちがどのようなこ

とに気࡙き、どのような⤒㦂や情ሗと⤖び付けながら新たな学びを創り出ࡑうとしているのかを୎

ᑀにみとっていきたい。さらに、ࡑの学びが、どのような姿のࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンへとつなが

っていくྍ⬟性をもつのかについても᳨ウする。ࡑの際、多ゝㄒにゐれることを通した学びという

ど点についても、引き⥆き重どしていく。 

具体的には、⣙ �� ࣨ᭶間にわたる㡑ᅜの小学⏕との஺ὶ活動を研究の中ᚰに据える。࢜ンࣛ࢖ン

㸦=RRP および 3DGOHW㸧による自ᕫ⤂௓や互いの⯆࿡࣭学校⤂௓から஺ὶを開ጞし、⛅の直᥋஺ὶを

⤒て、互いのᅜや考え方について「話し合いたいこと」をࢸー࣐とした対話へと発ᒎさせていく。

こうした஺ὶの中で、子どもたちが自分自㌟や㌟の回りのୡ⏺について「ఱをఏえようとするのか」

「なࡑࡐれを㑅ぶのか」「どのようにఏえようとするのか㸦ゝㄒ⾲⌧、⾲⌧ᡭẁ、㠀ゝㄒ的な方ἲ

をྵむ㸧」といった点に╔目し、ࡑれぞれのアࣟࣉーࢳをみとっていく。また、஺ὶ後のࡩり㏉り

を通して、子どもたち自㌟が␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの本㉁に㏕っていく姿をとらえたい。 

㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡓࡳࡽ࠿Ꮚࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸳年⏕࣭６年⏕では、௨ୗのように㡑ᅜの小学⏕との஺ὶ活動を行った。

㸦㸯㸧 㸳ᖺ⏕ࡿࡅ࠾࡟஺ὶάື

㸳年⏕では、１学ᮇは࢜ンࣛ࢖ン㸦=RRP㸧による஺ὶを中ᚰに、２学ᮇには対面での஺ὶを実᪋し、

再び࢜ンࣛ࢖ンでのࡩり㏉り࣭発ಙへとつなげていった。学年全体で㸲学⣭がࡑれぞれ␗なるࢸー

࣐をもって஺ὶに取り組むことで、多様など点から┦ᡭᅜや自文化をとらえるᶵ会をಖ㞀した。 

１学ᮇの =RRP ஺ὶでは、㡑ᅜഃ１名、日本ഃ㸳名程度の小ࢢルーࣉをᇶ本とし、ィ２回の஺ὶを

行った。１回目は自ᕫ⤂௓をࢸー࣐とし、*RRJOH スࣛࢻ࢖を⏝いて発⾲を行った。スࣛࢻ࢖には、

自分の名前を⾲す日本ㄒ㸦ࡦらがな࣭₎Ꮠ㸧とࣁンࢢル、ࣟー࣐Ꮠ⾲グを୪べて♧し、さらに₎Ꮠ

㸳年⏕㸸出会いと体㦂を重ねる஺ὶ活動 
 ࠒン஺ὶ࢖㸲ࠥ６᭶ ࢜ンࣛࠑ
ձ 自ᕫ⤂௓㸦名前࣭文Ꮠ࣭意࿡࣭ዲきなこと㸧 
ղ  ー࣐஺ὶ㸦学校㸭行஦㸭⏕活㸧ࢸ
 ࠒ㸷᭶ 直᥋஺ὶࠑ
文化体㦂࣭ඹ同活動㸦㐟び࣭⤥㣗࣭授業㸧 
 ࠒン஺ὶ࢖１１᭶ ࢜ンࣛࠑ
「ఏえたいわたしたちのᅜのことࡤ」 

６年⏕㸸意࿡付けとၥいを深める஺ὶ活動 
 ࠒン஺ὶ࢖㸳ࠥ㸷᭶ ࢜ンࣛࠑ
自ᕫ⤂௓とࢸー࣐஺ὶ㸦㣗㸭まち㸧 
 ࠒ１㸮᭶ 直᥋஺ὶࠑ
文化体㦂࣭㌟体⾲⌧㸦㡢ᴦ࣭㐟び࣭⏕活㸧 
１１᭶ࠥ１２᭶ 3DGOHWࠑ ஺ὶࠒ 
「わたしがឤじるᖹ࿴」 
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子が見られた。また、␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンのど点から、実際に行われたⱥㄒスࣆーࢳにゐれ、ࡑ

れらを┿ఝしながら⾲⌧する活動を取りධれた。␗なるࢸー࣐やⱥㄒ౑⏝における様々な࢘ࣛࢢࢡࢵࣂ

ンࢻをもつ話者のスࣆーࢳを取り上げることで、多文化ඹ⏕を体ឤしつつ、㠀ゝㄒ的なࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンもᕤኵしながら、自ಙをもって⾲⌧しようとする子どもの姿が見られた。 

これらの実㊶を通して、多文化ඹ⏕を目指すእᅜㄒ教育においては、「ࣜアルを通して学ぶ」こと

の重せ性が明らかになった。どのようなࣜアルと出会わせるのかが、学びの㉁をᕥྑする重せなせ⣲で

ࡑ教育㸦GCED㸧㸹教育がいかにしてୡ⏺をよりᖹ࿴的㸪ໟᣓ的でᏳ全な㸪ᣢ⥆ྍ⬟なものにするか㸪ࣉࢵࢩンࢬ࢕ࢸࢩル࣭ࣂーࣟࢢ  1

のためにᚲせな知㆑㸪スキル㸪౯್、ែ度を育成していくかをໟྵする理ㄽ的ᯟ組みで㸪学⩦者がᅜ際的なㅖၥ題に向き合い㸪ࡑのゎ

Ỵに向けてᆅ域ࣞ࣋ルཬびᅜ際ࣞ࣋ルで✚ᴟ的なᙺ๭を担うようにすることで㸪ᖹ࿴的で㸪ᐶᐜな㸪ໟᣓ的㸪Ᏻ全でᣢ⥆ྍ⬟なୡ⏺の

構築に率ඛして㈉⊩するようになることを目指すもの㸦文部科学省 HP㸧。しかし㸪ᆅ⌫つᶍの課題は多ᒱにわたり㸪ࡑのゎỴに向けた

アࣟࣉーࢳや❧場も様々であることからࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩ㸦ᆅ⌫市民性㸧の定⩏は多様化してきており㸪再定⩏を試みる

ᚲせがある㸦⏤஭一成「日本におけるࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンࣉࢵࢩ教育に関する研究動向ࣞࣗࣅー」㸧。
� Canale,M.& Swain,M.㸦1980 年㸧 Theoretical Bases of Communicative Approaches to Second Language Teaching and Testing. Applied 
Linguistics, 1/1:1-47 など

እᅜㄒ㒊఍ あるととらえている。ࡑこで㸱年目となる昨年度は、子ども自㌟とୡ⏺とのつながりや、㌟の回り

に存ᅾするእᅜㄒのୡ⏺を実ឤできる活動を意㆑し、┦ᡭのゝㄒやᅜの文化体㦂をྵめた␃学⏕と

の஺ὶ活動や、子ども自㌟の関ᚰやアࣟࣉーࢳでእᅜㄒのୡ⏺にアࢭࢡスしていく活動㸦0\ 

/DQJXDJH 7LPH㸧に取り組んだ。 

㸦㸰㸧௒ᖺᗘの◊✲࡚࠸ࡘ࡟㸦ࠕ学びをあむࠖ࡜の㛵㐃ࠊእᅜㄒࡿࡅ࠾࡟ᕷẸᛶの⫱ᡂ㸧

እᅜㄒの学びにおける主体性は、子ども自㌟がእᅜㄒやୡ⏺について「もっと知りたい」「分かる

ようになりたい」「እᅜのே々と分かり合いたい」と願うところから⏕まれると考える。こうしたෆ発

的なᛮいは、子どもが多様なእᅜㄒやே々と出会い、ࡑの⤒㦂を通してឤじたことや考えたことを、自

㌟の中で意࿡付け直していく㐣程の中で育まれていく。 

本研究では、このような学びのᅾり方を、「学びをあむ」というど点からとらえている。「学び

をあむ」とは、自分のᛮいを኱ษにしながら、様々なே࣭もの࣭ことと関わり、新たな意࿡や౯್

を創り出し、自ᕫを᭦新していく学びの姿である。እᅜㄒや␗なる文化をもつே々との出会いを通

して、子どもたちは自分自㌟のことࡤや文化、考え方を見つめ直し、新たなど点を⋓ᚓしていく。

うࡑ、れまで当たり前だとᛮっていた౯್ほや理ゎがᦂさぶられることもあるがࡑ、の㐣程ではࡑ

した⤒㦂こࡑが「あみ直し」となり、自ᕫの᭦新やၥいの᭦新を⏕み、さらなる᥈究へと学びを発

ᒎさせていくと考えられる。ࡑうした際には、ẕㄒにおけるメタゝㄒ⬟ຊをാかせながら、እᅜㄒ

やともにୡ⏺に⏕きるே々についてᛮいをᕠらせ、ၥいをもって᥈究していく姿がᮇᚅされる。本

研究では、子ども自㌟が❧てたၥいにᇶ࡙き、᥈究の௙方を自らィ⏬し、学びを進めていくことが

できるような学⩦⎔ቃをಖ㞀することを重どする。 

今年度は、これまで኱ษにしてきた「ࣜアルを通した学び」の中で、子どもたちがどのようなこ

とに気࡙き、どのような⤒㦂や情ሗと⤖び付けながら新たな学びを創り出ࡑうとしているのかを୎

ᑀにみとっていきたい。さらに、ࡑの学びが、どのような姿のࣟࢢーࣂル࣭ࢬ࢕ࢸࢩンへとつなが

っていくྍ⬟性をもつのかについても᳨ウする。ࡑの際、多ゝㄒにゐれることを通した学びという

ど点についても、引き⥆き重どしていく。 

具体的には、⣙ �� ࣨ᭶間にわたる㡑ᅜの小学⏕との஺ὶ活動を研究の中ᚰに据える。࢜ンࣛ࢖ン

㸦=RRP および 3DGOHW㸧による自ᕫ⤂௓や互いの⯆࿡࣭学校⤂௓から஺ὶを開ጞし、⛅の直᥋஺ὶを

⤒て、互いのᅜや考え方について「話し合いたいこと」をࢸー࣐とした対話へと発ᒎさせていく。

こうした஺ὶの中で、子どもたちが自分自㌟や㌟の回りのୡ⏺について「ఱをఏえようとするのか」

「なࡑࡐれを㑅ぶのか」「どのようにఏえようとするのか㸦ゝㄒ⾲⌧、⾲⌧ᡭẁ、㠀ゝㄒ的な方ἲ

をྵむ㸧」といった点に╔目し、ࡑれぞれのアࣟࣉーࢳをみとっていく。また、஺ὶ後のࡩり㏉り

を通して、子どもたち自㌟が␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの本㉁に㏕っていく姿をとらえたい。 

㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡓࡳࡽ࠿Ꮚࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸳年⏕࣭６年⏕では、௨ୗのように㡑ᅜの小学⏕との஺ὶ活動を行った。

㸦㸯㸧 㸳ᖺ⏕ࡿࡅ࠾࡟஺ὶάື

㸳年⏕では、１学ᮇは࢜ンࣛ࢖ン㸦=RRP㸧による஺ὶを中ᚰに、２学ᮇには対面での஺ὶを実᪋し、

再び࢜ンࣛ࢖ンでのࡩり㏉り࣭発ಙへとつなげていった。学年全体で㸲学⣭がࡑれぞれ␗なるࢸー

࣐をもって஺ὶに取り組むことで、多様など点から┦ᡭᅜや自文化をとらえるᶵ会をಖ㞀した。 

１学ᮇの =RRP ஺ὶでは、㡑ᅜഃ１名、日本ഃ㸳名程度の小ࢢルーࣉをᇶ本とし、ィ２回の஺ὶを

行った。１回目は自ᕫ⤂௓をࢸー࣐とし、*RRJOH スࣛࢻ࢖を⏝いて発⾲を行った。スࣛࢻ࢖には、

自分の名前を⾲す日本ㄒ㸦ࡦらがな࣭₎Ꮠ㸧とࣁンࢢル、ࣟー࣐Ꮠ⾲グを୪べて♧し、さらに₎Ꮠ

㸳年⏕㸸出会いと体㦂を重ねる஺ὶ活動 
 ࠒン஺ὶ࢖㸲ࠥ６᭶ ࢜ンࣛࠑ
ձ 自ᕫ⤂௓㸦名前࣭文Ꮠ࣭意࿡࣭ዲきなこと㸧 
ղ  ー࣐஺ὶ㸦学校㸭行஦㸭⏕活㸧ࢸ
 ࠒ㸷᭶ 直᥋஺ὶࠑ
文化体㦂࣭ඹ同活動㸦㐟び࣭⤥㣗࣭授業㸧 
 ࠒン஺ὶ࢖１１᭶ ࢜ンࣛࠑ
「ఏえたいわたしたちのᅜのことࡤ」 

６年⏕㸸意࿡付けとၥいを深める஺ὶ活動 
 ࠒン஺ὶ࢖㸳ࠥ㸷᭶ ࢜ンࣛࠑ
自ᕫ⤂௓とࢸー࣐஺ὶ㸦㣗㸭まち㸧 
 ࠒ１㸮᭶ 直᥋஺ὶࠑ
文化体㦂࣭㌟体⾲⌧㸦㡢ᴦ࣭㐟び࣭⏕活㸧 
１１᭶ࠥ１２᭶ 3DGOHWࠑ ஺ὶࠒ 
「わたしがឤじるᖹ࿴」 

እ

ᅜ

ㄒ
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の意࿡を⾲すࣛ࢖ストや、自分のዲきなことを⾲すࣛ࢖ストをῧえた。ⱥㄒを中ᚰにしつつ、ᚲせにᛂ

じてࣁンࢢルや日本ㄒも஺えながらఏえ合う姿から、┦ᡭに分かってもらおうとする意㆑や、⾲⌧をᕤ

ኵする姿ໃがうかがえた。２回目の஺ὶでは、$ 学⣭は日本の名ᡤや文化、% 学⣭は自分たちの学校の

授業や教ᐊ、& 学⣭は学校行஦や日本の年中行஦、' 学⣭は自分の一日の⏕活を⤂௓した。%ࠥ' 学⣭に

ついては、እᅜㄒ科でᢅっている学⩦ෆᐜと関㐃付けながら、᪤⩦⾲⌧を⏕かしてⱥㄒでఏえ合い、学

んできた⾲⌧が、実際のࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの場で「┦ᡭにఏえることࡤ」としてᶵ⬟する⤒㦂となった。 

２学ᮇには、㡑ᅜの小学⏕を㏄えて直᥋஺ὶを行った。直᥋஺

ὶでは、ゝㄒだけでなく、㌟体的な体㦂やඹ同活動を通して互い

の文化や考え方にゐれることを重どした。まࡎ、学⣭やࢢルーࣉ

ごとに「互いの文化で㐟ࡰう」という活動を行った。㡑ᅜഃから

はメンࢥ㐟びが⤂௓され、日本ഃからはけん⋢、࣐ࢥ回し、だる

まⴠとしなどのఏ⤫的な㐟びを⤂௓し、実際に一⥴に㐟ぶ時間を

設けた。ゝㄒ的なㄝ明だけでなく、動సを┿ఝしたり、㌟᣺りᡭ

᣺りを஺えたりしながら㐟びをඹ᭷する中で、㠀ゝㄒ的な࣑ࣗࢥ

ンの重せ性を実ឤする姿が見られた。ḟに、⤥㣗をとࣙࢩケーࢽ

もにする時間や、体育㸦࣎ࢪࢵࢻール㸧、ゝㄒ活動㸦㡑ᅜㄒと日本ㄒでఝていることࡤを᥈す活動㸧な

ど、日ᖖの学校⏕活を一⥴に㐣ごす場面を設定した。また、ࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動として行っている、ㄪ

理や提ⅉ࡙くりなどの活動にも参ຍした。こうした活動を通して、┦ᡭᅜの文化を「教えられるもの」

として知るのではなく、ともに体㦂しながら理ゎしていく姿が見られた。最後に、全員で FORVLQJ 

FHUHPRQ\ を行い、㡑ᅜഃからはఏ⤫のᡪ子㋀り、日本ഃからは校ḷᩧၐと学校にఏわるఏ⤫の㋀りを

ᢨ㟢した。互いの文化をᑛ重し合いながら⾲⌧をඹ᭷する場となった。 

直᥋஺ὶ後には、再び =RRP を⏝いた࢜ンࣛ࢖ン஺ὶを行い、「ࡦࡐぬえて࡯しい、ఏえたいࠗ⚾の

ᅜのこと࠘ࡤ」をࢸー࣐に発ಙを行った。実際に㢦を合わせ、ともに活動した⤒㦂を踏まえたことで、

ことࡤや⾲⌧に㎸めるᛮいがより具体的になり、「なࡑࡐのことࡤをఏえたいのか」「ࡑのことࡤにど

のような文化や౯್ほが⾲れているのか」といった点に目を向ける姿が見られた。 

この㸳年⏕の実㊶では、࢜ンࣛ࢖ンと対面という␗なるᙧែの஺ὶを組み合わせることで、子ども

たちが「ࣜアルな出会い」を重ねながら学びを深めていく㐣程が見られた。እᅜㄒを౑ってఏえる⤒㦂

にຍえ、㐟びや⏕活、ඹ同活動を通してឤじた㐪࿴ឤや発見が、自ᕫや文化を見つめ直す「あみ直し」

のዎᶵとなっていた点が≉ᚩである。また、㸳年⏕はこの後に本学の␃学⏕との஺ὶ会を行ったが、ࡑ

の際、␃学⏕をእᅜㄒ㸦日本ㄒ㸧の౑いᡭととらえ、ࡑの学⩦方ἲやᕤኵについて意ḧ的に㉁ၥをする

姿が見られた。ࡑれは、㡑ᅜの子ども㐩との஺ὶの中で、ᛮうようにことࡤが通じないもどかしさや、

ఏえたいのにఏえきれない⤒㦂を重ねていたからこࡑ⏕まれたものであるとも考えられる。 

㸦㸰㸧㸴ᖺ⏕ࡿࡅ࠾࡟஺ὶάື

６年⏕においても、࢜ンࣛ࢖ンと対面の཮方を組み合わせた活動を実᪋した。６年⏕では、「自分

たちの⏕活や社会をどのようにとらえ、どのようにఏえるか」というၥいをより意㆑しながら、ࢸー࣐

性のある対話を目指した。 

１学ᮇの =RRP ஺ὶでは、学⣭ごとに␗なるࢸー࣐を設定し、$ 学⣭では、自ᕫ⤂௓にຍえ、「㣗」

をࢸー࣐にした஺ὶを全体で行った。日㡑の㣗文化をẚ㍑しながら、自分たちのᬑẁの㣗஦やዲきな㣗

べ≀、⤥㣗の様子などを⤂௓し合った。ࡑの際には、༢なる⤂௓にとどまらࡎ、「なࡑࡐれをよく㣗べ

るのか」「ࡑの㣗文化が自分たちの⏕活にどのように᰿付いているのか」といった点に目を向ける発ゝ

が見られ、⏕活文化をᡭがかりに┦互理ゎを深めようとする姿がうかがえた。% 学⣭では、自ᕫ⤂௓に

⥆き、እᅜㄒ科の学⩦ෆᐜと関㐃付けながらࢢルーࣉごとにまち⤂௓を行った。自分たちのఫむᆅ域の

≉ᚩや኱ษにしている場ᡤを取り上げ、「ఱをఏえたいのか」「なࡑࡐの場ᡤを㑅んだのか」を意㆑し

て‽ഛを進めた。ࡑこでは、ⱥㄒ⾲⌧にຍえ、෗┿やࣛ࢖ストをຠ果的に⏝いるなど、┦ᡭに分かりや

すくఏえようとするᕤኵが見られた。஺ὶ後の子どもたちのឤ想には、ⱥㄒによる発⾲にຍえ、෗┿や

ᅗ１ 㡑ᅜの小学⏕によるᡪ子㋀

りの࢛ࣇࣃー࣐ンス 

ス࢙ࣛࢪ、ࢻ࢖スࣕࢳー、=RRP のスタンࣉᶵ⬟など、多様な⾲⌧ᡭẁを⏝いてఏえようとした⤒㦂が

多くㄒられ、「ゝⴥが分からなくても通じ合えた」「࢙ࢪスࣕࢳーでఏわったときがうれしかった」と

いったゝㄒ的ไ⣙を⿵うᡭẁとしての㠀ゝㄒ的⾲⌧の᭷ຠ性への気࡙きが見られた。一方で、「┦ᡭの

཯ᛂを⪺くవ⿱がなかった」「話す間を取れࡤよかった」といったࡩり㏉りも見られ、཮方向的な࣑ࢥ

 。ンへの意㆑がⱆ⏕えた様子がうかがえたࣙࢩケーࢽࣗ

\の後、１㸮᭶に対面での஺ὶを実᪋した。2SHQLQJ &HUHPRQࡑ では、㡑

ᅜഃがఏ⤫のࢦࢯ㸦小㰘㸧㋀りと .�3RS ࢲーࢥンスをᢨ㟢し、日本ഃはࣜࢲ

ー合ዌを行った。学⣭での஺ὶでは、㡑ᅜഃからはࢦࢯ㸦小㰘㸧㋀りの指導

があり、日本ഃからはఏ⤫㐟びを⤂௓し、ともに体㦂した。㸳年⏕の実㊶と

同様に、㌟体を動かしながらඹに活動する中で、ゝㄒのቨを㉺えて理ゎし合

おうとする姿が見られたが、６年⏕ではࡑの体㦂をことࡤにしてࡩり㏉ろう

とする姿がより㢧ⴭであった。 

こでは、ゝㄒのቨを課題としてᣲげるグ㏙が多く見られたが、同時にࡑ

「ゝⴥが通じなくても一⥴にᴦしめた」「✵気でឤじ合えた」といった⾲⌧も見られた。㐟びや⤥㣗、

㌟体活動をともにする中で、ゝㄒだけによらない関係࡙くりのྍ⬟性を実ឤしていたと考えられる。ま

た、ᴦჾのⰍの意࿡や㣗஦のᡤసの㐪いに㦫きつつ、ࡑれらを「㐪う文化として面ⓑい」と受けṆめる

姿から、␗文化をホ౯やඃຎではなく、多様性としてとらえ直すែ度の変ᐜも見られた。 

の後は、3DGOHWࡑ を⏝いて「わたしがࠗᖹ࿴࠘をឤじる時」というࢸー࣐で意見஺ὶを行った。こ

こでは、日ᖖの小さな出᮶஦や㌟㏆なேとの関わり、Ᏻᚰして㐣ごせる時間など、子どもたち一ேࡦと

りがឤじている「ᖹ࿴」がことࡤとして⾲出された。┦ᡭのᢞ✏をㄞみ合いながら、「同じようにឤじ

るところ」「㐪いをឤじたところ」に気࡙き、౯್ほの多様性を受けṆめようとする姿が見られた。ࡑ

して子どもたちからは、まち⤂௓や㣗文化、学校⏕活、㐟びなど、自分たちの㌟㏆な⏕活に᰿ᕪした஦

᯶を中ᚰに発ಙしていた。㡑ᅜの子どもたちの発⾲にゐれ、「行ってみたい」「日本とẚべてみたい」

といったឤ想や、新たなၥいをもつグ㏙が見られ、┦ᡭの発ಙを自分自㌟の⏕活ୡ⏺と⤖び付けてとら

え直ࡑうとする姿がうかがえた。また、ඹឤできる話題やඹ᭷できࡑうなࢸー࣐を意㆑的に㑅ぶことで、

┦ᡭと分かり合おうとするᚿ向が見られた。 

６年⏕の子どもたちは、ࣜアルな஺ὶ体㦂を通して「ఱを、なࡐ、どのようにఏえるか」を主体的

に㑅ᢥし、試行錯誤していたことが分かる。また、஺ὶ後のࡩり㏉りを通して、␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンを༢なるゝㄒ運⏝のၥ題としてではなく、ともに体㦂し、ᕤኵしながら意࿡をඹ᭷していく営みと

してとらえ直していたようであった。 

㸱 ௒ᚋ࡚ࡅྥ࡟

今年度の実㊶を通してᚓられた成果の一つは、እᅜㄒを⏝いたࣜアルな஺ὶの場が、子どもたちの

主体的な学びを引き出すዎᶵとなっていた点である。子どもたちは、୚えられたෆᐜをఏえるのではな

く、「ఱをఏえたいか」「なࡑࡐれをఏえたいか」を自ら考え、┦ᡭに分かってもらうための⾲⌧方ἲ

を試行錯誤していた。こうした姿は、እᅜㄒ学⩦がᢏ⬟⩦ᚓにとどまらࡎ、自ᕫのᛮいや౯್ほを⾲⌧

する学びとしてᶵ⬟していたことを♧すのではないか。 

また、ゝㄒだけでなく、෗┿や࢙ࢪスࣕࢳー、㌟体活動といった多様な⾲⌧ᡭẁを⏝いることで、

ゝㄒ的なไ⣙を㉸えて意࿡をඹ᭷しようとする姿が見られた点も成果としてᣲげられる。これは、␗文

化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを多ᒙ的にとらえるど点の育成につながっていたと考えられる。一方で、஺ὶ体

㦂をどのように日ᖖの学⩦やࡑの後の᥈究へとつなげていくかという点が課題としてᣲげられる。஺ὶ

の場ではᙉい動ᶵ付けや気࡙きが⏕まれる一方で、ࡑれらを継⥆的なၥいとして深めていくためには、

り㏉りの㉁や時間の☜ಖ、ၥいを再構成するためのᨭ᥼がᚲせである。また、ゝㄒのቨに対する୙Ᏻࡩ

や課題意㆑がᙉく⾲れる場面もあり、ゝㄒ的なṇ☜さだけに意㆑が向き㐣ࡂないよう、学⩦者のᏳᚰឤ

をಖ㞀する指導のあり方についても引き⥆き᳨ウしていきたい。 㸦℈㸧 
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の意࿡を⾲すࣛ࢖ストや、自分のዲきなことを⾲すࣛ࢖ストをῧえた。ⱥㄒを中ᚰにしつつ、ᚲせにᛂ

じてࣁンࢢルや日本ㄒも஺えながらఏえ合う姿から、┦ᡭに分かってもらおうとする意㆑や、⾲⌧をᕤ

ኵする姿ໃがうかがえた。２回目の஺ὶでは、$ 学⣭は日本の名ᡤや文化、% 学⣭は自分たちの学校の

授業や教ᐊ、& 学⣭は学校行஦や日本の年中行஦、' 学⣭は自分の一日の⏕活を⤂௓した。%ࠥ' 学⣭に

ついては、እᅜㄒ科でᢅっている学⩦ෆᐜと関㐃付けながら、᪤⩦⾲⌧を⏕かしてⱥㄒでఏえ合い、学

んできた⾲⌧が、実際のࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの場で「┦ᡭにఏえることࡤ」としてᶵ⬟する⤒㦂となった。 

２学ᮇには、㡑ᅜの小学⏕を㏄えて直᥋஺ὶを行った。直᥋஺

ὶでは、ゝㄒだけでなく、㌟体的な体㦂やඹ同活動を通して互い

の文化や考え方にゐれることを重どした。まࡎ、学⣭やࢢルーࣉ

ごとに「互いの文化で㐟ࡰう」という活動を行った。㡑ᅜഃから

はメンࢥ㐟びが⤂௓され、日本ഃからはけん⋢、࣐ࢥ回し、だる

まⴠとしなどのఏ⤫的な㐟びを⤂௓し、実際に一⥴に㐟ぶ時間を

設けた。ゝㄒ的なㄝ明だけでなく、動సを┿ఝしたり、㌟᣺りᡭ

᣺りを஺えたりしながら㐟びをඹ᭷する中で、㠀ゝㄒ的な࣑ࣗࢥ

ンの重せ性を実ឤする姿が見られた。ḟに、⤥㣗をとࣙࢩケーࢽ

もにする時間や、体育㸦࣎ࢪࢵࢻール㸧、ゝㄒ活動㸦㡑ᅜㄒと日本ㄒでఝていることࡤを᥈す活動㸧な

ど、日ᖖの学校⏕活を一⥴に㐣ごす場面を設定した。また、ࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動として行っている、ㄪ

理や提ⅉ࡙くりなどの活動にも参ຍした。こうした活動を通して、┦ᡭᅜの文化を「教えられるもの」

として知るのではなく、ともに体㦂しながら理ゎしていく姿が見られた。最後に、全員で FORVLQJ 

FHUHPRQ\ を行い、㡑ᅜഃからはఏ⤫のᡪ子㋀り、日本ഃからは校ḷᩧၐと学校にఏわるఏ⤫の㋀りを

ᢨ㟢した。互いの文化をᑛ重し合いながら⾲⌧をඹ᭷する場となった。 

直᥋஺ὶ後には、再び =RRP を⏝いた࢜ンࣛ࢖ン஺ὶを行い、「ࡦࡐぬえて࡯しい、ఏえたいࠗ⚾の

ᅜのこと࠘ࡤ」をࢸー࣐に発ಙを行った。実際に㢦を合わせ、ともに活動した⤒㦂を踏まえたことで、

ことࡤや⾲⌧に㎸めるᛮいがより具体的になり、「なࡑࡐのことࡤをఏえたいのか」「ࡑのことࡤにど

のような文化や౯್ほが⾲れているのか」といった点に目を向ける姿が見られた。 

この㸳年⏕の実㊶では、࢜ンࣛ࢖ンと対面という␗なるᙧែの஺ὶを組み合わせることで、子ども

たちが「ࣜアルな出会い」を重ねながら学びを深めていく㐣程が見られた。እᅜㄒを౑ってఏえる⤒㦂

にຍえ、㐟びや⏕活、ඹ同活動を通してឤじた㐪࿴ឤや発見が、自ᕫや文化を見つめ直す「あみ直し」

のዎᶵとなっていた点が≉ᚩである。また、㸳年⏕はこの後に本学の␃学⏕との஺ὶ会を行ったが、ࡑ

の際、␃学⏕をእᅜㄒ㸦日本ㄒ㸧の౑いᡭととらえ、ࡑの学⩦方ἲやᕤኵについて意ḧ的に㉁ၥをする

姿が見られた。ࡑれは、㡑ᅜの子ども㐩との஺ὶの中で、ᛮうようにことࡤが通じないもどかしさや、

ఏえたいのにఏえきれない⤒㦂を重ねていたからこࡑ⏕まれたものであるとも考えられる。 

㸦㸰㸧㸴ᖺ⏕ࡿࡅ࠾࡟஺ὶάື

６年⏕においても、࢜ンࣛ࢖ンと対面の཮方を組み合わせた活動を実᪋した。６年⏕では、「自分

たちの⏕活や社会をどのようにとらえ、どのようにఏえるか」というၥいをより意㆑しながら、ࢸー࣐

性のある対話を目指した。 

１学ᮇの =RRP ஺ὶでは、学⣭ごとに␗なるࢸー࣐を設定し、$ 学⣭では、自ᕫ⤂௓にຍえ、「㣗」

をࢸー࣐にした஺ὶを全体で行った。日㡑の㣗文化をẚ㍑しながら、自分たちのᬑẁの㣗஦やዲきな㣗

べ≀、⤥㣗の様子などを⤂௓し合った。ࡑの際には、༢なる⤂௓にとどまらࡎ、「なࡑࡐれをよく㣗べ

るのか」「ࡑの㣗文化が自分たちの⏕活にどのように᰿付いているのか」といった点に目を向ける発ゝ

が見られ、⏕活文化をᡭがかりに┦互理ゎを深めようとする姿がうかがえた。% 学⣭では、自ᕫ⤂௓に

⥆き、እᅜㄒ科の学⩦ෆᐜと関㐃付けながらࢢルーࣉごとにまち⤂௓を行った。自分たちのఫむᆅ域の

≉ᚩや኱ษにしている場ᡤを取り上げ、「ఱをఏえたいのか」「なࡑࡐの場ᡤを㑅んだのか」を意㆑し

て‽ഛを進めた。ࡑこでは、ⱥㄒ⾲⌧にຍえ、෗┿やࣛ࢖ストをຠ果的に⏝いるなど、┦ᡭに分かりや

すくఏえようとするᕤኵが見られた。஺ὶ後の子どもたちのឤ想には、ⱥㄒによる発⾲にຍえ、෗┿や

ᅗ１ 㡑ᅜの小学⏕によるᡪ子㋀

りの࢛ࣇࣃー࣐ンス 

ス࢙ࣛࢪ、ࢻ࢖スࣕࢳー、=RRP のスタンࣉᶵ⬟など、多様な⾲⌧ᡭẁを⏝いてఏえようとした⤒㦂が

多くㄒられ、「ゝⴥが分からなくても通じ合えた」「࢙ࢪスࣕࢳーでఏわったときがうれしかった」と

いったゝㄒ的ไ⣙を⿵うᡭẁとしての㠀ゝㄒ的⾲⌧の᭷ຠ性への気࡙きが見られた。一方で、「┦ᡭの

཯ᛂを⪺くవ⿱がなかった」「話す間を取れࡤよかった」といったࡩり㏉りも見られ、཮方向的な࣑ࢥ

 。ンへの意㆑がⱆ⏕えた様子がうかがえたࣙࢩケーࢽࣗ

\の後、１㸮᭶に対面での஺ὶを実᪋した。2SHQLQJ &HUHPRQࡑ では、㡑

ᅜഃがఏ⤫のࢦࢯ㸦小㰘㸧㋀りと .�3RS ࢲーࢥンスをᢨ㟢し、日本ഃはࣜࢲ

ー合ዌを行った。学⣭での஺ὶでは、㡑ᅜഃからはࢦࢯ㸦小㰘㸧㋀りの指導

があり、日本ഃからはఏ⤫㐟びを⤂௓し、ともに体㦂した。㸳年⏕の実㊶と

同様に、㌟体を動かしながらඹに活動する中で、ゝㄒのቨを㉺えて理ゎし合

おうとする姿が見られたが、６年⏕ではࡑの体㦂をことࡤにしてࡩり㏉ろう

とする姿がより㢧ⴭであった。 

こでは、ゝㄒのቨを課題としてᣲげるグ㏙が多く見られたが、同時にࡑ

「ゝⴥが通じなくても一⥴にᴦしめた」「✵気でឤじ合えた」といった⾲⌧も見られた。㐟びや⤥㣗、

㌟体活動をともにする中で、ゝㄒだけによらない関係࡙くりのྍ⬟性を実ឤしていたと考えられる。ま

た、ᴦჾのⰍの意࿡や㣗஦のᡤసの㐪いに㦫きつつ、ࡑれらを「㐪う文化として面ⓑい」と受けṆめる

姿から、␗文化をホ౯やඃຎではなく、多様性としてとらえ直すែ度の変ᐜも見られた。 

の後は、3DGOHWࡑ を⏝いて「わたしがࠗᖹ࿴࠘をឤじる時」というࢸー࣐で意見஺ὶを行った。こ

こでは、日ᖖの小さな出᮶஦や㌟㏆なேとの関わり、Ᏻᚰして㐣ごせる時間など、子どもたち一ேࡦと

りがឤじている「ᖹ࿴」がことࡤとして⾲出された。┦ᡭのᢞ✏をㄞみ合いながら、「同じようにឤじ

るところ」「㐪いをឤじたところ」に気࡙き、౯್ほの多様性を受けṆめようとする姿が見られた。ࡑ

して子どもたちからは、まち⤂௓や㣗文化、学校⏕活、㐟びなど、自分たちの㌟㏆な⏕活に᰿ᕪした஦

᯶を中ᚰに発ಙしていた。㡑ᅜの子どもたちの発⾲にゐれ、「行ってみたい」「日本とẚべてみたい」

といったឤ想や、新たなၥいをもつグ㏙が見られ、┦ᡭの発ಙを自分自㌟の⏕活ୡ⏺と⤖び付けてとら

え直ࡑうとする姿がうかがえた。また、ඹឤできる話題やඹ᭷できࡑうなࢸー࣐を意㆑的に㑅ぶことで、

┦ᡭと分かり合おうとするᚿ向が見られた。 

６年⏕の子どもたちは、ࣜアルな஺ὶ体㦂を通して「ఱを、なࡐ、どのようにఏえるか」を主体的

に㑅ᢥし、試行錯誤していたことが分かる。また、஺ὶ後のࡩり㏉りを通して、␗文化ࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンを༢なるゝㄒ運⏝のၥ題としてではなく、ともに体㦂し、ᕤኵしながら意࿡をඹ᭷していく営みと

してとらえ直していたようであった。 

㸱 ௒ᚋ࡚ࡅྥ࡟

今年度の実㊶を通してᚓられた成果の一つは、እᅜㄒを⏝いたࣜアルな஺ὶの場が、子どもたちの

主体的な学びを引き出すዎᶵとなっていた点である。子どもたちは、୚えられたෆᐜをఏえるのではな

く、「ఱをఏえたいか」「なࡑࡐれをఏえたいか」を自ら考え、┦ᡭに分かってもらうための⾲⌧方ἲ

を試行錯誤していた。こうした姿は、እᅜㄒ学⩦がᢏ⬟⩦ᚓにとどまらࡎ、自ᕫのᛮいや౯್ほを⾲⌧

する学びとしてᶵ⬟していたことを♧すのではないか。 

また、ゝㄒだけでなく、෗┿や࢙ࢪスࣕࢳー、㌟体活動といった多様な⾲⌧ᡭẁを⏝いることで、

ゝㄒ的なไ⣙を㉸えて意࿡をඹ᭷しようとする姿が見られた点も成果としてᣲげられる。これは、␗文

化ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを多ᒙ的にとらえるど点の育成につながっていたと考えられる。一方で、஺ὶ体

㦂をどのように日ᖖの学⩦やࡑの後の᥈究へとつなげていくかという点が課題としてᣲげられる。஺ὶ

の場ではᙉい動ᶵ付けや気࡙きが⏕まれる一方で、ࡑれらを継⥆的なၥいとして深めていくためには、

り㏉りの㉁や時間の☜ಖ、ၥいを再構成するためのᨭ᥼がᚲせである。また、ゝㄒのቨに対する୙Ᏻࡩ

や課題意㆑がᙉく⾲れる場面もあり、ゝㄒ的なṇ☜さだけに意㆑が向き㐣ࡂないよう、学⩦者のᏳᚰឤ

をಖ㞀する指導のあり方についても引き⥆き᳨ウしていきたい。 㸦℈㸧 

ᅗ２ とんとん┦᧞で஺ὶする
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